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(hexamethy lphosphoric triamide) を加えることにより v-c結合を安定化し，低原子価パナジウムをカルボニル
化合物のアリル化反応に利用できることを明らかにした。また，パナジウムー HMPA 錯体を単離し構造解析を行い，
HMPA のパナジウムへの配位がv-c結合の安定化に寄与していることを明らかにした。さらに， HMPA の添加に


















まず，著者は HMAP (hexamethy lphosphoric triamide) を加えるとパナジウムー炭素結合を安定化することが
でき，パナジウムー炭素結合の求核性をカルボニル化合物のアリル化反応などの炭素一炭素結合生成反応に利用でき




見いだしているo 一つは，低原子価パナジウム (II) 錯体とグリニヤール反応剤および臭化アリルを用いる，カルボ
ニル化合物からワンポットでの四級炭素化合物生成反応であるo もう一つは H 価のアルコキシパナジウムと触媒量の
分子状酸素を用いる，酸素の脱離を伴った炭素ー炭素単結合生成ラジカルカップリング反応(脱酸素二量化反応)で
あるo また，後者の反応では E価の低原子価パナジウムと酸素酸化で生成する触媒量のE価もしくはW価のパナジウ
ム化合物が共存することが本反応の進行する鍵となることも明らかにしている o
さらに，パナジウム錯体とジアルキル亜鉛から新規な反応剤の調製に成功している o この反応剤は，カルボニル化
合物のアルキル化に有効で、あるのみならず，反応条件を制御することにより低原子価パナジウム (II) 化合物を調製
することができ，アルデヒドのピナコールカップリング反応や上述の脱酸素二量化反応にも応用できることを明らか
にし fこ。
以上の結果は，従来あまり用いられていなかった低原子価パナジウム錯体を利用して，パナジウム特有の新規な反
応を誘起できることを示したものであり，有機金属化学および有機合成化学の分野に大きく貢献するものであるo よっ
て，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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